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～会員加入と会費納入のお願い ～

皆
さ
ん

「社
協
』

っ
て
知

っ
て
ま
す
か
？

正
確
に
は

『社
会
福
祉
協
議
会
」
と
い
い
ま
す
．
社
協
は
全
国

各
都
道
府
県
　
各
市
区
町
村
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
て
い
る
民

間
の
福
祉
団
体
で
す
。

．住
み
慣
れ
た
地
域
で
　
家
族
や
友
人
と
と
も
に
安
心
し
て
健

や
か
に
く
ら
し
た
い
ｏ
こ
れ
は
す
べ
て
の
人
々
の
共
通
の
願
い
た

と
思
い
ま
す
．
深
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域
の
皆
様
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
福
祉
保
健
関
係
者
　
関
係
機
関
な
ど
の
協
力
を
得

て
、
一誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
、
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
』
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

組
織
運
営
の
特
徴
は
　
地
域
の
皆
様
や
社
会
福
祉
関
係
者
、
行

政
関
係
者
な
ど
様
々
な
方
々
の
参
加
や
協
力
に
よ
り
、
民
間
組
織

と
し
て
の

「自
主
性
」
と
　
様
々
な
方
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い

う

「公
共
性
」
と
い
う
二
面
性
を
併
せ
持
つ
組
織
で
す
。
活
動
財

源
は
、
補
助
金
、
受
託
金
、
共
同
募
金
配
分
金
、
寄
付
金
と
住
民

の
皆
様
や
各
種
川
体
　
企
業
な
ど
か
ら
頂
く
会
費
な
ど
で
す
．

昨
今
　
急
速
な
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
援
助
を
必
要
と
す
る
人
々

の
福
祉
需
要
は
ま
す
ま
す
複
雑
多
様
化
し
、
か
つ
増
大
し
て
き
て

い
ま
す
．
社
協
で
は
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
明
る
く
住
汲
よ

い
地
域
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
活
動
財
源
が
必
要
と
な
り

ま
す
．
そ
の
た
め
に
会
員
制
度
を
と
り
、
住
民
の
皆
様

へ
の
会
員

加
人

（会
費
納
入
）
を
お
願
い
し
　
財
源
の
確
保
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
ア
月
　
８
月
を
強
化
月
間
と
し
、
自
治
会
役

員
さ
ん
の
協
力
を
得
て
各
家
庭
に
会
員
加
入
の
お
願
い
に
同
い
ま

す
の
で
　
社
協
の
趣
旨
を
十
分
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
し
て
、
会
員

加
人
と
会
費
納
人
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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■
理
事
会
　
評
議
員
会
の
開
催

理
事
会
の
開
催

評
議
員
会
の
開
催

●
監
事
に
よ
る
監
査
の
実
施

０
支
会
長
、
事
務
局
会
議
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．一
一一
一
　

０
在
ｔ
襦
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

有
償
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

５
回
　
　
　
　
利
用
者
数

４
‐口‐
　
　
　
　
協
力
員
数

１
回
　
　
　
福
祉
川
具
の
合
し^
出
し

４
回
　
　
　
　
合
出^
件
数

点
訳
　
朗
読
サ
ー
ビ
ス

（”
福
祉
資
金
の
合
付^

貸
付
件
数
　
　
　
　
　
　
　
　
３
０
件

貸
付
金
額
　
ｌ
　
ｌ
，
０
、
０
０
０
円

●
共
同
専
金
運
動
の
実
施

赤

い
羽
根
共
同
募
金

戸
別
〓
金
１
１
　
８
５
０
　
４
，
２
円

職
城
募
金
　
３
　
１
２
１
、
８
１
０
円

街
頭
募
金
　
　
　
３
６
３
　
４
２
０
円

法
人
個
人
　
　
　
３
６
９
　
１
８
２
円

学
校
募
金
　
　
　
３
５
２
　
４
１
７
円

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

戸
別
専
金
　
３
　
７
７
５
　
９
１
２
円

篤
志
募
金
　
２
　
９
１
２
　
２
１
Ｆ
円

（ψ
成
木
た
す
け
あ
い
運
動
の
実
施

小
　
中
学
生
に
よ
る
年
賀
状
送
付

送
付
数
　
　
　
　
　
１
　
１
９
３
通

障
害
者
作
品
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成

作
成
部
数
　
　
　
　
３
　
０
０
０
部

ふ
れ
あ
い
映
画
鑑
賞

開

把
Ｌ
日
　
３
月
２４
　
２５
日

場
　
　
所
　
深
谷
シ
ネ

マ

上
映
作

‐
‐
‐‐‐，
　
ラ
イ
ア
ン
を
探
せ

来
場
者
数
　
１
０
１
名

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
青
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
数
　
　
　
　
　
　
　
１
６
名

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
数
　
　
　
　
　
　
１
１
５
名

，
生
活
福
祉
資
金
の
活
用

中
込
収
次
件
数
　
　
　
　
　
　
　
１
件

●
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

契
約
者
数
　
　
　
　
　
　
　
　
１
５
名

支
援
員
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
名

一０
●
■
〓
一■
■
〓
業
■
一
■
一一

■
子
と
も
会
育
成
特
別
推
進
事
業

‘
ど
も
会
へ
の
助
成
　
等

一，
一一■
一Ｉ
鷺
慧
■
■
■
●
●
・●
・

●
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
竹
理
　
運
営

す
ば
―
く
深
谷

利
用
Ｈ
数
　
　
　
　
　
　
１
，
４
Ｈ

利
用
件
数
　
　
　
　
　
　
ツ
０
１
件

利
用
者
数
　
　
　
　
１
　
７
２
９
名

す
ば
―
く
同
部

利
用
日
数
　
　
　
　
　
　
２
４
８
Ｈ

利
用
件
数
　
　
　
　
　
　
３
０
８
件

利
用
者
数
　
　
　
　
・ｏ
　
８
５
３
名

●
敬
と
会
期
　
　
間
　
　
９
月
５
日
～
２９
Ｈ

開

催

数
　
　
　
　
　
　
・２
地
区
１３
回

対
象
者
数
　
　
　
　
２
０
　
０
５
１
名

３
名

３

名

８
２
件

●
役
員

（理
事
）
研
修

市
内
施
設
見
学

Ｑ
福
祉
の
市
開
催

開
催
日
　
１０
月
郎
　
２９
日

場
　
所
　
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

来
場
者
数
　
　
　
　
２
０
　
８
０
０
名

●
会
員
加
人
促
進

普
通
会
員
　
　
　
　
３
？
、

３
１
８
名

特
別
会
員
　
　
　
　
　
１
　
６
５
８
名

団
体
会
員
　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ｏ
団
体

法
人
会
員
　
　
　
　
　
　
　
２
２
６
社

■
地
域
福
祉
推
進
事
業
費
助
成

社
協
各
支
会
へ
の
助
成

会
員
募
集
の
２５
％

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
４０
％

広
報
等
の
点
訳
や
テ
ー
プ
ヘ
の

吹
き
込
み

（朗
読
）
な
ど

，
社
会
福
祉
大
会

開

催

日
　
，
月
２６
日

場
　
　
所
　
花
回
文
化
会
館
ア
ド
ニ
ス

表
彰
者
数
　
３３
名
　
・６
団
体

記
念
峡

―――――

　

「
ク
イ
ー
ル
」
Ｌ
映

●
団
体
事
務

民
生
委
員
　
児
童
委
員
協
議
会

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

，
体
障
害
者
福
社
会

日
赤
埼
Ｌ
ｌ
，
ｔ
支
部
深
谷
市
地
区

深
谷
市
赤
■
字
奉
仕
団

．・一一一一一一一
一
一一一一一一一一一
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●
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

基
幹
型
と
地
域
型

（深
谷
　
大
寄
地
区
）

の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
受
託

■
ひ
と
り
親
家
庭
親
と
子
の
集
い

デ
ィ
ズ
エ
ー
ラ
ン
ド
バ
ス
ハ
イ
ク

開

＝

日
　
８
月
６
日

場

　

所
　
束
昼
ア
ィ
ズ
一Ｔ

・フ
ン
ド

参
加
者
数
　
　
　
　
　
　
　
６
１
名

回
帰
リ
ス
キ
ー
バ
ス
ハ
イ
ク

開

催Ｌ
日
　
２
月
１８
日

場
　
　
所
　
水
上
高
原
ス
キ
ー
場

参
加
者
数
　
　
　
　
　
　
　
２
９
名

●
障
害
児
親
と
子
の
集
い

デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
バ
ス
ハ
イ
ク

開

催Ｌ
日
　
３
月
１０
日

場
　
　
所
　
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー

参
加
者
数
　
　
　
　
　
　
　
３
１
名

一■
，
話
通
訳
派
遣
事
業

手
話
通
訳
者
数
　
　
　
　
　
　
１
０
名

派
遣
件
数
　
　
　
　
　
　
　
６
２
１
件

●
ガ
イ
ド
ヘ
ル
バ
ー
派
遣
事
業

登
録
ガ
イ
ド
ヘ
ル
バ
１
　
　
　
１
３
名

派
遣
件
数
　
　
　
　
　
　
　
２
８
４
件

０
安
否
確
認
サ
ー
ビ
ス

（乳
酸
飲
料
配
布
）

３
６
名

　

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
充
実

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
相
談
受
付
等

９
８
件
　
　
　
　
相
談
件
数
　
　
　
　
１
、
３
４
２
件

７
６
件
　
　
　
　
斡
旋
件
数
　
　
　
　
１
、
４
８
８
件

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
受
付

取
扱
数
　
　
　
　
　
１
　
９
１
５
名

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
助
成

助
成
団
体
数
　
　
　
　
　
　
　
４
団
体

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム

夏
休
み
点
訳
教
宇

開

催

日
　
８
月
３
～
５
日

参
加
者
数
　
　
　
　
　
　
　
１
７
名

夏
休
み
子
語
教
室

開

催

日
　
８
月
３
～
５
日

参
加
‐者
数
　
　
　
　
　
　
　
１
８
名
０

´

■
障
害
者
ふ
れ
あ
い
ス
ボ
ー
ツ
大
会

開

催

日
　
Ю
月
１４
日

場
　
　
所
　
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

参
加
者
数
　
　
　
　
　
　
　
６
０
０
名

６
障
害
者
文
化
作
品
展

開

催

日
　
１２
月
，
日
～
１ｌ
Ｈ

場
　
　
所
　
深
谷
市
民
文
化
会
館
民
示
す

出

品

数
　
　

　

　
　

　

３
９
７
点

入
場
者
数
　
　
　
　
　
　
　
５
６
０
名

●
公
衆
浴
場
利
用
補
助
事
業

利
用
者
数

利
用
回
数
　
　
　
　
　
３

●
食
事
サ
ー
ビ
ス

実
施
回
数

利
用
者
数

５
８
名

６

６

３

枚

９

回

８

０

９
名

，
つ
　
ロ

、

０

７

９

名

８

１

３

名

実
施
回
数

利
用
者
数

●
敬
老
交
通
安
全
杖
支
給

支
給
者
数

●
在
宅
福
祉
推
進
車
貸
出
事
業

利
用
件
数
　
　
　
　
　
　
　
２
０
４
件

利
用
者
数
　
　
　
　
　
　
　
　
３
７
名

●
移
動
支
援
車
あ
っ
た
か
号
運
行
事
業

利
用
件
数
　
　
　
　
　
　
　
３
４
９
件

利
用
者
数
　
　
　
　
　
　
　
　
５
９
名

¨
一深
谷
事
業
所

訪
問
介
護

利
用
者
数

訪
問
人
浴
介
護

利
用
者
数

居
宅
介
護
支
援

計
画
作
成
数

認
定
調
査
数

０
花
同
事
業
所

訪
問
介
誰

利
用
者
数

居
宅
介
護
支
援

計
画
作
成
数

認
定
調
査
数

●
深
谷
事
業
所

訪
問
介
護

利
用
者
数

訪
問
入
浴
介
護

利
用
者
数

●
花
回
事
業
所

訪
問
介
護

利
用
者
数

４

３

名

９
名

１
２
０
件

１
３
６
件

１

６
名

５
名

６

名



高
齢
者
疑
似
体
験
教
イ

開

催
Ｌ
Ｈ
　
８
月
１
日

参
加
者
数

開

催

日
　
一‘
月
か
～
¨
日

参
加
者
数

■
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
運
営
竹
理

●
研
修
会
　
計
習
会

■
話
本
仕
員
養
成
講
座

入
門
　
開
催
日
数

受
講
者
数

初
級
　
開
催
Ｈ
数

受
話
者
数

手
話
通
訳
者
■
成
講
座

開
催
Ｈ
数

受
話
者
数

点
訳
講
習
会

（人
間
）

開
催
Ｈ
数

受
講
者
数

朗
読
講
習
会

（入
門
）

開
催
日
数

受
講
者
数

社 協 だ よ り

収入の部
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１

″
一

学
童
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

参
加
者
数
　
　
　
　
　
　
　
１
５
名

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

参
加
者
数
　
　
　
　
　
　
１
６
１
名

障
害
者
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

参
加
者
数
　
　
　
　
　
　
１
１
１
名

高
齢
者
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

参
加
者
数
　
　
　
　
　
　
　
１
３
名

上
高
校
牛

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
よ
り
の
発
行

発
行
回
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
回

１
つ
・】名
　

一
０
一
相
談
事
業

一●
一

●
結
婚
相
談
所
の
開
設

相
談
Ｈ
数

取
扱
件
数

１

８

日

４

４

名

２

３

日

１

５

名

１

３

日

１

２

名

０
・
広
報
及
び
調
査
着
議
一

１
０
Ｈ
　

●
社
脇
広
報
紙
の
発
行

１
３
名
　
　
　
発
行
日
数

）

２

３

日

３
２
８
件

５

回

会費収入 41%

「 寄付金収入 13%
(単位 :円)

前期末支払資金残高
276%

収入の部
その他の収入
27%

介護収入
185・.

共同募全収入 45%

当期末収支差額
321%

支出の部

受話全1ヌ入
90・7●

交付金1又入 26%

貸付事業収入 02・7.

高齢者福祉事業費 91%

障害者福祉事業費 05・/.

貸付■業収入

共同事金1く人

介護1ス人

前川木k Ll、資金
'ヽ
高

社協運,ナ 業費

補助全収入
305%

△

34,860,028

社協運営事業費 336%

―社会福祉事業費 18・.

地域福祉推進事業費 25%

共同募全事業費 32%

社会薔■事業資
lLⅢヽ稿|II進 事業費
ボランティア事業資

共同募金|・I‐費

高歯,者福相,4‐費

障害者福祉事業費 1,099,223―ボランティア事業費 03・.

会費1又人

寄イ1●収入

受lt金収人

1167 3187

交「1金収入
34,589,889

10038179

712000

吐

支出の部 (単位 :円)

128,550.304

Cl.686,972

3.099652

12338034

低所行者対策事業費 04%
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地
域
の
福
祉
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
は
　
質

量
と
も
に
拡
大
多
様
化
し
、
高
度
化
し
て
き

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
高
齢
者
介
護
相
談
を
始

め
、
障
害
者
へ
の
自
立
支
援
　
児
童
の
虐
待

防
止
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
な
ど
、
社

会
福
祉
協
議
会
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
は
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
「誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
、
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
」
の
実
現
を
め
ざ
し
、
地
域
に
密
着

し
た
福
祉
活
動
の
充
実
及
び
、
社
会
連
帯
意

識
を
高
め
て
い
く
た
め
次
の
よ
う
な
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

役
員
等
　
理
事
２０
名
、
監
事
３
名

評
議
員
４．
名

事
務
局
　
事
務
局
長
、
課
長
２
名

事
務
局
職
員
１６
名

（正
職
１４
名
、
嘱
託
２
名
）

事
業
系
職
員
６．
名

（正
職
６
名
、
嘱
託
９
名

登
録
４６
名
）

Ｃ
組
織
活
動
の
強
化
充
実

０
理
事
会
　
評
議
員
会
、
監
事
会
の
開
催

０
支
会
長
会
議
の
開
催

①
支
会
活
動
の
強
化
充
実

０
市
社
協
及
び
支
会
役
員
の
研
修

０
福
祉
の
市
開
催

０
会
員
加
入
促
進

⑤
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

０
団
体
活
動
の
援
助

０
地
域
福
祉
推
進
事
業

（支
会
委
託
事
業
）

０
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
充
実
及
び
定

着
化有
償
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

福
祉
用
具
の
貸
し
出
し

⑨
社
会
福
祉
大
会

⑩
団
体
事
務

民
生
委
員
　
児
童
委
員
協
議
会

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

身
体
障
害
者
福
祉
会

日
赤
埼
玉
県
支
部
深
谷
市
地
区

深
谷
市
赤
十
字
奉
仕
団

Ｑ
福
祉
資
金
の
貸
付

②
共
同
募
金
活
動
へ
の
協
力

③
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
の
実
施

小
　
中
学
生
に
よ
る
年
賀
状
送
付

障
害
者
作
品
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成

ふ
れ
あ
い
映
画
鑑
賞

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス

訪
間
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
　
　
　
　
他

の
生
活
福
祉
資
金

（離
職
者
支
援
資
金
を
含
む
）
の
活
用

０
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

①
子
ど
も
会
育
成
特
別
推
進
事
業

（支
会
委
託
事
業
）

０
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
管
理
　
運
営

０
敬
老
会

０
地
域
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

①
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

①
障
害
児
者
団
体
活
動
の
援
助

②
障
害
児
親
と
子
の
集
い

０
手
話
通
訳
派
遣
事
業

①
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（市
と
共
催
）

０
障
害
者
文
化
作
品
展

（市
と
共
催
）

０
障
害
者
相
談
支
援
事
業

①
公
衆
浴
場
利
用
補
助
事
業

②
食
事
サ
ー
ビ
ス

（手
作
り
）

０
安
否
確
認
サ
ー
ビ
ス

（乳
酸
飲
料
配
付
）

０
敬
老
交
通
安
全
杖
支
給

⑤
民
生
委
員
　
児
童
委
員
調
査
費
支
給

⑥
在
宅
福
祉
推
進
車
貸
出
事
業

０
移
動
支
援
車
あ
っ
た
か
号
運
行
事
業

①
訪
間
介
護
事
業

②
訪
間
入
浴
介
護
事
業

③
居
宅
介
護
支
援
事
業

０
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

②
移
動
支
援
事
業

①
ひ
と
り
親
家
庭
親
と
子
の
集
い

●
υ
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ｍ
　
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動

●
■
休
み
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
、
援
助

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
）
の
充
実

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
，
活
動
援
助

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
請
習
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
１■
進

ホ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
よ
り
の
発
行

ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
運
営
管
理
　
　
　
他

岡
　
相
談
事
業

↑
結
婚
相
談
所
の
開
設

●
相
談
員
の
研
修

ｍ
　
広
囃
及
び
調
査
活
動

●
社
脇
広
報
紙
の
発
行

〓
社
会
襦
祉
車
業
の
啓
発

●
社
会
襦
祉
ニ
ー
ズ
調
査

・匈
　
職
■

‐の墳
質
向
‐上

●
各
種
研
修
の
実
施

●
技
術
習
得
の
た
め
の
講
習
会
参
加

●
資
格
取
得
支
援

会費収入 35・7. 収入の部

支出の部

1単位 :千円)

(単位 :千円)

寄付金収入 08・.

収入の部その他の収入
04%

介護収入
150%

共同募金収入 29%

貸付事業収入 03%

支出の部

交付金収入 59・/.

社協運営事業費
359・.

―社会福祉事業費 07%

ホランティア事業費 03%

共同募全事業費 28・/.

を所得者対策事業資04it二暑讐詈娼峠冒菫詈lt‡

「記の日程で移動■1談会をFTI催します。

当日は、求職登録、求人来の関覧、紹介状の発行などが受けられます。足非この機会をご利用ください。

開 1憎 日1峙

`成

19年F同25日本 「II三三二二三二L士士J:¬
~平
¬こ□ロコEI□二I [二

′ヽ1 19118サ 129 111 「`l■20111,116 1ヽ |

平成19年 ,H12日

“

| F`lk21年 2月 20F]ト

'■Ⅲ19年10同171 

“

|

地域福祉推進事業費 25%

11k201113111,「ll

受付時間 :10時00分から15時00分、事前予約は不要
問合せ先 :社会福れ[法人 埼玉県社会福祉協議会 福祉研修 人材センター (πL048-833-8033)

1  科 ‐自|‐ 決算議

会壼収入

寄付金収入

補助金1文人

受.t金1文人

15710

' 5 ( ) 0137548

65,096

交(1●収入

`ヽ

イ寸事業収入

25168

1100

12,729,Ч司芽金収入

介諺収入

その他の1又入

66615

1719

11坤1イ(kツ、資金残高

合  計

115030

444205

1  科  旦‐1 決算額

:「I.4巡II業 イ,

社会福|[1'業費

地サ・l福祉推進事業貨

ボランティア事業

`tlL國]募金事業資

高鮨,者福祉I業マt

159565

3()14

10888

1,,587

12573

(,3,101

1障11と補111「業資

1躙
夏

1町

8,58()

1950

65,908

114959

444205

{6)



◎東京ディズニーシー～ひとり親家庭親子バスハイク～
期  日  平成 19年 8月 4日 (1つ

行 き 先  東京ディズニーシー

対  象  市内在住のひとり親家庭親 r

募集人員  80名 (定員になり次第締め切ります)

受  付  7月 9 (月 )か ら先若順で受けflけます。また 中し込み時に.litln書類 {ひとり親家庭等
医療費受給者.lなど)の 確認をさせていただきます.

参 カロ費  親了2名で 1,010円 (1名 増すごとに500円 ).lJし 、小学生未満は無料.
×パスポート代は自己l●ln 人 人        5, 220円

中 高校′1      1 311円

1歳から小11:11まで   3 [1 0 Fll

4歳 未満       無  ll
※参加貨 パスボート代は 中込‖十に詢lflしてください.

◎ 学生向けボランティア養成講座
学生を対象にボランティアヘのきっか 十づくりのため■,及講座を田催します 当日は 襦約1体験として

'椅

子 ガイドベル

' 
■話の体験を,い  また 障11者の実体験の講演をいただきます.

期  日  平成 19年 8月 28日 (火,  111+か ら13時 30分

会  場  深谷公民衛|

対  象  小学生 (1年生以 「
'  
学生 高枝生 大学t

内  容  請義 (ボランティア活動について 聴覚障害者の話 視党障害者の話)

体検 (Ⅲ椅 r ,ィ ドヘ几フ 千話)

募集人員  10名 (t員になり次第締めlJります.)

参 加 費  無料 11卜l・|ま各山川む
'

以上の問い合わせ 申込み先  :ギ 谷ljl[会1l M協議会  aiF3-1363

` t所

岡部力r a58う 一

`,F9川本えⅢi al卜 |― FIII

イと|ヨえ口i 公 5ヽ 1-1213

平成19年 度深谷市敬老会敬老祝い品等の配送について
i tと‖: 品ヽ■|,朽|■11,うlr, 1● し=● ||,′|口 氏 7■|」Fkとた●

`||=百

J,11:lf■11:「■ tヽtす |
I,〔[ r,|卜さ1, ri 11■‐「1li t ll ■ .',= ム てヽt ,II I `ヽ 111 ■111r,■,活「「||―'1 ,||||
=て ■)上十

`|さ

tヽ

対象となる方  lif耐兄ヽ ||1 11「■代七11る′,,‖‖口1211 J ,ら ■|口13111 1ま =■11主れたll l

=,l i‖」い古||―J‖「「■七なる■ 11111「年 11, から昭II I年1 1ま :に■まれたII
‐米′il,い品 -11ヽ lヽt■なる

'ナ
|た :卜111 1 

“

らヽ人111111 1ま でに■まれ■,,,
|サ

'″

Iご

'11-■
11,11-1●サ1,ti,十 て| るヽ

'す

石川県能登半島地震に義援金
| ||=| |:``■ t111ヒrl lt,,印lII,■II`,',011■1じr:``1111■力「́.ll lJlすて十イヽ 「

`サ

li `総 合t
Ⅲ 各′ヽ1 日ヽ1 国|;山| ヤ「■11111"飛

`:|:,1,11し

 1(1汁 ■■111:‖千ひ方ヽ | =た  ,■● |■| |●1「11:1
る街||サ:イ, |',ス  .、 1“ Ⅲi「1,`,Tをi,「|しましたしころ 1111こ 689, 70 6円 。)工|三

`|が
,1ま

) 本■ |′'|「
J,「!,|を||=通してl ilり|′、1ニイ■ まt■

`「

f:11111 '証

`:〔

よ 1121 ■てた●(,|)|11■「 ,こわ ,す●=,こ こ

“

力をお||いいたします

|'7, lr, 1 1         1 ( l F 2 5り  |卜′,1111 1卜|[■ 21 1ヽ 1 9  1  +■「]―|‖11午|1   11 1 1 1
■1 |` 1           3 F  F 5 2  1   1「

`,「

■|「卜|「,        十■■  |りFF,li   5 8 1 7  1
1■714,||“I       H  5 2 6  1         ` h l lり

`1 3213 1 , I  

ユ=  |‖卜Ⅲ     21 , 5  1
1■| |ヽ | | ` : 1 1 1 [‖

`1議
f、  12卜1 1 1  ヽ  | 1        3 1つ (1ll

|ア|
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4月 から障害者相談支援事業をスタート!
深谷市社会襦征協議会では 深谷市の委.Lを受|ヤ障害と自立期,法にftttf寸けられた相談支援十業を1月 l
日から始めました.障 害者lll談支援事業は 障害者の方が自tし た日常生活または 社会■l■を営0こ とがで
きるよう 障害者の方またはその保護者等からのlH談に応じ 必要な情報提供および助言等を行います.

対  象 者 在宅で生活をされている身体障害  ́ 児 知的障害者 兄 およびその家ll r 等
事 業 内 容  ホームヘルバー デイサービス等のイ「七福ilサービスの利fllttJl」

社会資源を活IHするための支援

社会生活力を高め 生活基需を安定させるためのIH談 支lt

権fl確護のための4必要な援助

専門機関の紹介

その他『章どイの方に必要な111炎t機

お問い合わせ 深● 「社会襦|1協議会 探谷市西島‖∫2〕 日14 rrす山1 83F3-6;61(lΠ 当 :人澤)

視
覚
障
害
者
の
自
立
の
た
め
の

歩
行
訓
練
を
実
施
し
ま
す
―

視
覚
障
害
者
の
白
，
と
社
会
参
加
を

促
進
す
る
た
め
　
外
―――
時
に
お
い
て
安

全
を
確
保
し
　
安
心
し
て
歩
け
る
技
術

を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま

す
．日

　
時
　

‐́
月
１４
日
■

年
後
―
時
１
１
叶

（受
付
１２
時
”
分
～
）

〈一
　
場
　
深
谷
公
民
館

一深
谷
ｔ
ｒ
■
習
セ
ン
タ
ー
一

内
　
容
　
請
話
と
■
技
指
導

受
講
者
　
●
■
■
障
害
‘

●
移
動
介
護
者
及
び
ガ
イ

ド
ヘ
■
バ
ー

輛

（味
の

あ
る
か
た（初
心
‘
歓
迎
）

主 定

［員
　
３０
名
程
度

催
　
社
＝
法
人
埼
玉
県

視
力
障
■
者
補
祉
協
会

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み

埼
Ｅ
県
視
力
障
害
者
福
祉
協
会

事
務
局

ａ
０
１
８
　
３
２
２
　
２
２
２
２

回
０
１
８
　
３
２
２
　
２
２
１
２

― 「ふかや市社協だより|は共同募金の配分を受け発行しています―


